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1. はじめに

近年インターネットの普及が進み、社会の中の情報量

は膨大になってきている[1]。そのため人々は検索エンジ
ンを利用して自分が好む情報を入手するようになった。

しかし検索するにはキーワードが必要であり、そのキー

ワードが不明確な場合や、そもそも知らない場合には十

分な情報収集が行えない。そこでユーザに新しいキーワ

ードを提供する情報推薦への期待が高まっている。

ここで我々は「口コミ」に注目した。口コミはその特

徴から情報推薦の一種であるといえ、口コミを用いて情

報推薦を行うことで、直接の友人から有効な情報を入手

することが可能になる。

本稿では興味のある情報や検索に利用する新しいキー

ワードの入手手段として口コミ型情報推薦を提案し、そ

の概要を述べた後、シミュレーションによる評価方法と

その結果を示す。

2. 口コミ型情報推薦システム

現実世界における口コミを情報推薦の視点で分析する

と、(1)情報の入手 ,(2)伝える相手と理由の判断 ,(3)情報の
伝達,(4)プロファイル(自分や相手の嗜好を表す情報 )の更
新の４つのステップから成ると考えられる。

口コミ型情報推薦システムの実現のために、 (2)「判断」
をどのように行うかが問題になる。我々はこの判断をタ

グマッチングにより実現したモデル化を試みた。タグと

は文章中のキーワードであり、その情報の特徴を表すも

のである。本稿で提案する口コミ型情報推薦システムの

モデルを図 1に示す。図１(a)は推薦が推薦されるまでの
処理で,図 1(b)は情報が推薦された後の処理である。
各ユーザは自分のプロファイルと知人のプロファイル

を持っている。自分のプロファイルはユーザの興味・関

心のあるタグを登録することで構成される。ここで登録

されたタグを「有効タグ」と呼ぶ。知人のプロファイル

は情報の交換で追加・更新されていく。本稿で行うシミ

ュレーションでは、友人同士はお互いの興味をある程度

把握しているという仮定で、ある程度相手の有効タグが

登録してある状態から始める。

(1)人から聞く、自分で生成するなどして情報を入手する。
(2)情報についているタグと「自分自身のプロファイル」
や「Aが持つ Bのプロファイル」のタグとマッチングする。
(3)(2)を受けて情報が推薦される。ここで情報と一緒にタ
グマッチングの結果を送る。

(4)で受信者 Bが情報を受信する。
(5)では情報についている「Aが持つ Bの評価」と「B自身
のプロファイル」を比較する。

(a) 情報が推薦されるまでの処理

(b) 情報が推薦された後の処理
図 1.口コミ型情報推薦システムのモデル

ここで相違があれば、「Aが持つ Bのプロファイル」に誤
りがあるということになるので、 (7)で正しい評価を送信
し、(8)で相手に更新してもらう。
(6)では情報についている「A自身の評価」と「Bが持つ A
のプロファイル」を比較する。ここで相違があれば、Aの
正しい評価を登録する。

以上のように情報の送受信と同時にプロファイルの更

新を行う、というのが本稿で提案するシステムの大きな

特徴になる。

3. シミュレーションによる評価

3.1 シミュレーションの目的と方法

　提案システムの有効性を検証するために、本稿ではマ

ルチエージェントシミュレーションによる評価を行う。

マルチエージェントシミュレーションとは判定アルゴリ

ズムの異なるエージェントを多数設定し、エージェント

同士の相互作用をシミュレーションできるといったもの

で、本研究では Repast Simphony[2]を利用した実験を行う。
Repast Simphonyはシカゴ大学で開発されたシミュレータ
で、社会科学系の研究に広く利用されている。

　評価項目として、ユーザに Noveltyな情報や Serendipity
なキーワードを推薦できるかを調べる。ここで Noveltyと
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はそのユーザの嗜好に一致し、かつ新規性のある内容の

ことを指す。また Serendipityとはユーザにとって意外性の

ある内容のことを指し、こういったキーワードの入手に

より検索エンジンに利用を補助できると考えられる。こ

れらの適合率と再現率を求め、評価を行う。

3.2 評価指標

　提案モデルの有効性の評価のために、ユーザにとって

Noveltyな情報や Serenditpityなキーワードを用意する。

Noveltyな情報は、ユーザの有効タグが含まれる情報で、

そのユーザがまだ受け取っていない情報とする。

Seredipityなキーワードに関しては、まずユーザの有効タ

グの一部をそのユーザが未知なものして扱う。シミュレ

ーションによりそのタグを推薦できたとき、Serendipityな
キーワードを推薦したと扱う。

・Noveltyな情報についての適合率と再現率

　エージェント iが推薦された情報の集合を Lm(i)、エージ
ェント iの Noveltyな情報の集合を FN(i)、エージェントの
総数を n とすると、本研究で評価に用いる適合率

P(novelty)と再現率 R(novelty)は以下の式で表される。

・Serenditpityなキーワードについての適合率と再現率

　エージェント iが推薦されたタグの集合を Ltag(i)、エー
ジェント iの Serendipityなキーワードの集合を Ftag(i)、エ
ージェントの総数を nとすると、本研究で評価に用いる適

合率 P(serendipity)と再現率 R(serendipity)は以下の式で表さ

れる。

3.3 データセット

シミュレーションに用いるデータセットに必要な項目

は、(1)ソーシャルグラフ ,(2)各ユーザのプロファイル ,(3)
情報である。以下で順に説明する。

(1)ソーシャルグラフはスケールフリーネットワークモデ

ルで表すことができる。本研究ではスケールフリーネッ

トワークの生成モデルのうち、最も代表的な BAモデルを
利用してソーシャルグラフを作成した。

(2)プロファイルはランダムな英数字文字列を生成し、そ

れをユーザの有効タグとすることで作成する。ここでソ

ーシャルグラフの各ユーザの嗜好について考えると、嗜

好の近いユーザ同士が結びついてソーシャルグラフが形

成されていることが考えられる。そこであるユーザの有

効タグを隣接ユーザにコピーしていくことで、嗜好の共

有を再現している。この共有はユーザの既知の有効タグ

と未知の有効タグそれぞれ別に行う。

表 1.シミュレーションの条件

表 2.シミュレーション結果

ここで既知の有効タグの共有率を α、未知の有効タグの共

有率を βとする。
(3)推薦される情報は各ユーザの有効タグをランダムに 2～
10 個選択し、組み合わせることで作成する。シミュレー

ションの評価に必要なのは情報についているタグのみな

ので、情報の本文などは省略する。

4. シミュレーション結果・考察

シミュレーションの条件を表 1、結果を表 2に示す。こ
こで表 1の nはシミュレーションのエージェント数、 tは
シミュレーション時間を表す。

　結果を見ると Noveltyな情報に関する評価値は共に高い

値なので、興味・関心にあった情報を推薦可能と考えら

れる。一方 Serendipityなキーワードに関する評価値は、再

現率に比べて適合率が極端に少ない値となっている。こ

の原因として、今回利用したデータセットの作成方法に

問題がある、もしくは意外性のあるキーワードの発生率

はこの程度であるといったことが考えられるが、現状で

は適切な比較対象がないので厳密な判断ができない。

　これらの結果の妥当性を検証するための今後の課題と

して、現実世界のソーシャルグラフと嗜好の関係を分析

することや、同じデータを利用して協調フィルタリング

[3]を行った場合の式(1)～(4)の結果を今回の結果と比較す

ること、別のパラメータで作成したデータセットを利用

したシミュレーション結果と今回の結果を比較する、と

いったことが挙げられる。

5. まとめ

本稿では、口コミに倣った情報推薦システムを提案し

た。また適合率や再現率を指標にした評価をマルチエー

ジェントシミュレーションにより行った。

結果は Noveltyな情報に着目した適合率と再現率はそれ

ぞれ 88.5%と 96.6%で、Serendipityなキーワードに着目し

た適合率と再現率はそれぞれ 0.6%と 61.6%となった。
今後の課題として、現実世界のソーシャルグラフと嗜

好の分析や、今回のデータセットを用いて他の推薦シス

テムを利用したときの結果と本稿の結果の比較を行わな

ければならない。
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